
2025年度入学試験問題・参考作品

外国人留学生特別選抜・帰国生特別選抜　

造形学部
002 日本画学科　
003 油絵学科油絵専攻
004 油絵学科グラフィックアーツ専攻
005 彫刻学科　
006 視覚伝達デザイン学科
008 工芸工業デザイン学科
009 空間演出デザイン学科
010 建築学科
011 基礎デザイン学科
012 芸術文化学科
013 デザイン情報学科

造形構想学部
014 クリエイティブイノベーション学科
015 映像学科

帰国生特別選抜

017 造形学部・造形構想学部全学科共通

編入学選抜

018 造形学部・造形構想学部

修士課程選抜

022 造形研究科［A日程］
026 造形研究科［B日程］
030 造形構想研究科［A日程］
031 造形構想研究科［B日程］

博士後期課程選抜

032 造形研究科
033 造形構想研究科

※参考作品は、入学試験合格者の中から選定しました｡
※受験生の文章は原則として原文のまま掲載しましたが、誤字脱字は一部訂正しました。
※2026年度入学試験の詳細は、大学webサイトで必ず確認してください。

01



鉛筆デッサン（3時間）

 【問題】
自分が人から嫌われていると感じている自分の一面、あるいは
人が嫌がるであろう自分の世界観を描いてください。

［条件］
1. 答案用紙は縦横自由。
2. 答案用紙の裏面中央に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書く
 こと。
3. 鏡は必ずしも使う必要はない。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（A2画用紙）×1枚
3. 鏡×1枚
4. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

出題意図と評価のポイント
絵画・日本画となると美しい世界観を描きがちだが、人に見せ
たくないような面をしっかりと持っていて、なおかつ躊躇せず
に表現できる作家が欲しいと考えた。またこのような課題を与
えられて力を発揮できないようでは、孤独に自分と向き合わな
ければならない作家に向かないと考えている。従来と同様に
基礎的な描写力、構成力、独自の視点があるかなどをポイント
に絵画表現として総合的に判断した。

● 面接
日常生活で必要な日本語でのコミュニケーション能力や、本学
への志望動機、入学後の研究、制作への意欲、そして卒業後の
進路など将来の展望についてどのように考えているかなどを質
問して評価した。また、面接でも鉛筆デッサンの制作意図など
の質問を行い総合的に判断している。

教員コメント

教員コメント

教員コメント 教員コメント
問題を理解しようとする時に、自画像を想定し
て描くことは予想できるが、そこに感情や心理
状態のイメージを表現するためのインパクトを込
めるためには、存在感のある描写力が必要であ
る。顔の凹凸を強調しながら、じわりと眼、鼻、
口の表情を歪ませた巨大な顔面は、誰かを思い
浮かべることもできるが、得体の知れない不気
味な表情を強い筆圧で描き切ったことで作者の
強い意志を感じ取ることができる。

鏡を配付した課題だったので自画像を描く作品
が多い中、この作者は自分の中の不穏な世界観
をデッサンにより表現してくれた。
描写力はまだ稚拙なところもあるが、面接の中
で説明した世界観は独特なもので、作者が自
信を持って語る姿に作家として成長していく可
能性を感じた。1年生から学んでもらう学生に
は、意欲的であり、独創性があることを期待して
いる。

 【問題】
机上のモチーフを自由に描きなさい。

 ［条件］
1. キャンバスは縦横自由。
2.  キャンバスの裏面中央に、画面の「上」を示す矢印「↑」を
書くこと。

 ［配付物］
1. 試験問題
2. F15号キャンバス×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

いろいろなモチーフが重なっていても恐れずに描写していこうとする
姿勢が見え、力強い表現になっている。モチーフに一歩近づき巧まず
黙々と描写を続けたことによって、画面はキュビズム的あるいは形而
上的ともいえる不思議な空間を獲得している。作者自身がこの絵を
見ているうちにこの世界に迷い込んだような気がしたのだろうか、そ
こにはさまよい歩く人の姿も描き込まれている。この人型によって一
気にこの絵は動き出し、見る者を不思議な空間へと誘う。その油絵具
らしい絵の具の使い方と相まって力強く魅力的な絵画となった。

モチーフを見ているうちに、一瞬よぎった幻想的な一場面だろうか。
ブックエンドの陰に隠れるようにおいた柔らかなプラスチック製の鉢
のモチーフを、何か黒い犬のようなものに見立てているようにも見え
る。背景はその時点で芝生が広がった庭の様相を帯びてくる。縄跳
びのグリップを蛇に似た生き物のように変形させ、平和な庭で起こっ
た不思議で何かハラハラする一場面のように仕立てて画面を構成し
ているかのようだ。モチーフが持っている素材の要素と、またそれら
が生み出す幻想を巧みな描写によって捉え、魅力的な生き生きとし
たタッチのシュールな絵画として完成させた。
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Japanese Painting

油絵（6時間）

出題意図と評価のポイント
モチーフ台の上に以下の物を組み合わせて並べ出題とした。

・ 大小の柔らかいプラスチックの鉢（小さな鉢は潰して変形させた）
・ スチール製ブックエンド
・ ピンク色の岩
・ 杉板
・ 肌色の化学繊維の米袋
・ 犬用のおもちゃのボール
・ ブルーの紐の縄跳び
・ コード用の黒いカバー

モチーフを基本である大きな三角形として構成した。
黒を基調としたモチーフと、それと対比ができるようなブルーや
ピンクを選び、1つの色の雰囲気をつくった。一方でそれぞれの

モチーフには鉄や岩や木、プラスチックなどさまざまな質の物
を選び、かたちも布状、棒状、板状、球形といろいろな物を組
み合わせ変化させた。受験生が、具体的な物でありながら抽象
的な構成物としても捉えられるこのモチーフの、どこを受け止
め、絵画としてどう表現するかを評価のポイントとした。

● 面接
まず提出作品について説明をしてもらい、さらに作品制作全般
のことや、好きな作家についてなど、日頃考えていることを知り
たい。また本学へ入学してからどのようなことを学びたいのか､
将来の展望や興味関心事などを自分の言葉で述べてほしい。
面接では日本語でのコミュニケーション能力を重視している。教
員側の問いかけを理解し、それに対して自分の考えをしっかり
述べることができるか、ということも審査のポイントである。

油
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科
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 【問題】
机上のモチーフをデッサンしなさい。

［条件］
1. 答案用紙は縦横自由。
2. 答案用紙の裏面中央に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書く
 こと。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（木炭紙または画用紙から選択） ×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

デッサン（6時間）

〈表現への指向〉〈観察による描写〉この2つのせめぎ合いが魅力で
ある。淡い階調で全体感を保ち、胴体から頭部へ上昇する動きを造
形的に描写しようとしている。かたちに対する理解はいささか観念的
だが、この解答では対象を構造的に把握しようとする意欲と捉え、好
意的に評価した。
頬、首、肩の描写が頭部に比べて浅く、人物全体が曖昧な印象となっ
ているのが惜しい。頭部に比べて首より下の描写が控えめなことで首
と肩のつながりに説得力を欠き、結果として胴体のかたちの把握を難
しくしている。
より突っ込んだ観察と描写によって更なる表現の可能性を探れるデッ
サンである。

出題意図と評価のポイント
机上に、キャンバスの木枠、色紙のカバーがついた文庫本5冊、
観葉植物、ビニール袋を被せた地球儀、紙紐のロール、ビー玉を
配置した出題とした。モチーフは一見バランスよく組んであるが、
重ねた文庫本や片方を浮かせた木枠の配置によって難易度を
少し高くしてある。近年、外国人受験生の増加に比例して実技
のレベルが向上したため、実力差が表れやすくなるような出題
傾向にあると言える。ただし本専攻では、形態および空間に対
する感性、パースペクティヴの正確性、画面構成や質感の描写な
ど、あくまでも基礎的なデッサン力を測ることを目的として出題
している。

● 面接
日常の授業で必要となる日本語の能力、入学後の学習意欲、そ
して表現者としての資質を特に重視して面接を行った。今年の
特徴として、日本語での会話能力が全体的に向上したことが挙
げられる。そのため、実技での解答と併せて面接時の質疑応答
で、受験生それぞれの資質を総合的に判断することができた。

画面全体にのびのびとした躍動感があり、目を引く力強さを備えて
いる。加えて、地球儀とそれを包むビニール袋を中心によく練られた
構図となっていて、隅々まで神経の行き届いた優れたデッサンであ
る。形態に多少正確でない部分があるが、しっかりと観察をして描い
ている様子が伝わる。本やビニール、木枠などの質感描写について
は、鉛筆による諧調も的確で成功していると思うが、テーブル面に対
する意識が強ければさらによくなったと思う。この出題は、斜めに少
し浮いた木枠があることで、そこが難しくなっている部分である。

紙紐のロールに片側が乗って斜めに浮いた木枠とその下に置かれた
ビー玉に焦点を当て、明暗をコントロールしながら上手にまとめてい
る。左側が重くなってバランスを崩してしまいそうな構図を、テーブル
手前のシワや木枠の影などを使って変化を持たせ、明暗を巧みに強
調することによって、ビー玉周辺の劇的な描写部分に焦点が当たるよ
うにつくられている。明らかにそのように意図して描かれたこのデッ
サンは、構想、空間描写、明暗の階調構成などの面から作者の地力
の高さを感じられ、優れていると評価された。

「頭」は彫刻になると「首像」と呼ばれる。この回答は「顔」の表面性で
はなく「首」の力強さがよく表現されている。心理的な描写の表現を
行わず、絵画的な完成度よりも量塊の構築性を追求する描写力がこ
の解答の評価点である。目、口、鼻などの説明的な描写よりも、それ
らを支えている身体構造の解釈がこの解答の立体的な造形解釈の
裏付けとなっている。
特に前頭骨、側頭骨、頬骨が接近する地点の描写や、頬骨の下と下顎
と上顎の骨の関係など表面上見えてこないところに対する謙虚な観
察力が見られる。その上でこの量塊を構成する大胆な面の解釈は、画
面全体に力強い印象を与えている。
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 【問題】
自画像を描きなさい。

 ［条件］
1. 答案用紙は縦横自由。
2. 答案用紙の裏面中央に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書くこと。

 ［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（木炭紙大画用紙）×1枚
3. 鏡×1枚

教員コメント

教員コメント

教員コメント 教員コメント

0504

鉛筆デッサン（3時間）

出題意図と評価のポイント
もっとも身近な存在である自分の頭部を、どの様に解釈するか。
その解釈が客観的な観察に基づいて描写されているかを評価
のポイントとした。

● 面接
制作を続ける根気と好奇心、探究力がある人物を求めている｡
「授業に必要なコミュニケーションを取ることが可能か」「自分の
作品がこれまでどのようにステップアップしてきたか」主にこの
2点の伝達力を重視している。



Visual C
om

m
unication D

esign

視
覚
伝
達
デ
ザイ
ン
学
科

 【問題】
机上のモチーフをデッサンしなさい。

［条件］
1. 答案用紙は縦横自由。
2. モチーフは必ずしも全体を描かなくても良い。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（B3画用紙）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

 【問題】
あなた自身の個性を図形として表現するとしたら、どのような
図形かイメージしなさい。
イメージした図形を色彩構成として表現しなさい。図形表現は
平面でも立体でも可とします。
画面の与えられた文字枠内に、あなたの個性のどんなところを
どのように表現しているのかを20字以内で日本語で記入しな
さい。

［条件］
1. 使用する色数は自由。
2. 描画画面は文字枠以外の紙面全体とする。
 ただし、紙の余白は白色とみなすので、全面を塗りつぶさな
 くてもよい。
3. 答案用紙の縦横は自由。
4.  答案用紙の裏側中央に天地を示す矢印「↑」をわかりやすく
記すこと。

5. 文字枠は塗りつぶさないこと。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（B3ケント紙）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

鉛筆デッサン（3時間） デザイン（3時間）

出題意図と評価のポイント
スチール製ボウルの内外に生じる反射、白い布の折り目がつく
る奥行き、とうもろこしやトマト、卵の配置による空間の広がり
を的確に捉えることが求められる。また、それぞれのモチーフ
の質感を正確に描き分け、全体のボリュームや形態、比率を適
切に表現することも重要な要素となる。特に、ボウルの金属特
有の反射を丁寧に描き、とうもろこしの粒を表現する観察力と
粘り強さが試される。

● 面接
日本語の能力が授業を進める上で十分であること、本学科の
授業内容や教育理念を理解していること、教員や学生とのコ
ミュニケーションに問題がなく意欲的に学習に取り組める人物
であるかを評価の基準としている。

出題意図と評価のポイント
「デザイン」では、自身の個性の分析、つまり「自己分析力」と、図
形への「変換力」、そして絵としての「表現力」の3つの力を問う
た。デザインすることや、デザインを学ぶにおいては「対象物の
分析」は必須であり、そして表現する際にはデッサンのような
即物的なものではなく、「見立て」や「比喩」などの「変換」の要

素が必須である。その力を問うた。そして「個性の分析」という
のは単なる分析だけではなく、主観的側面と客観的側面の両
面があり、受験生にはどちらの立場で分析したのかを絵と説明
文を踏まえて明確にさせ、それに適した図形への変換がなされ
ているかなどを評価のポイントとした。

各モチーフがしっかりと描き込まれ、ボウルの金
属の質感や円形の形状も的確に捉えられてい
る。とうもろこしの粒の表現やボウルの内側の
反射にやや惜しさはあるが、全体として密度の
ある描写が力強さを感じさせる点が評価できる。

構図のバランスがよく、各モチーフが丁寧に描か
れている。質感の違いも的確に表現され、特に
ボウルの反射には布の折り目までしっかり捉え
られている。細部までよく観察し、ごまかさずに
描こうとする姿勢が感じられ、安定感のある仕
上がりとなっている。

暗い色調やゴツゴツとした岩のような図形から、
「閉じ込められようとしている」状態がうまく表現
されている。
また、その図形が遠近感を持って描かれているこ
とで、「長期間」や「鬱々とした」ことも感じられる。
そして同じ暗い色調だが、その中に沸 と々湧き出
るような金色や血潮のような赤色を効果的に活
用することで「型にハマりたくない」という意図が
よく表現されている。

三角形を中心としたカラフルな図形が、画面左か
ら暗い空間に勢いよく飛び出している。
それはまるで広い宇宙を自由に飛び跳ねたいと
願う作者の希望の表れのように見える。
自身の個性と向き合い、その先に見えたモノを
的確に捉え完成に導いた魅力的な作品である。
発想力、構成力、表現力、ともに高く評価した。

私は型にハマりたくないぞ！ 規則が嫌いわたし

外国人留学生
帰国生
特別選抜

教員コメント 教員コメント

教員コメント教員コメント

〔横位置〕 〔縦位置〕 

文字枠 

0706



Industrial, Interior and C
raft D

esign
 工

芸
工
業
デ
ザイ
ン
学
科

 【問題】
モチーフをデッサンしなさい。

［条件］
答案用紙は縦横自由。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（B3画用紙）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

鉛筆デッサン（3時間）

出題意図と評価のポイント
基本的なデッサン力を見ることが主であるが、特に本学科では
さまざまな形態・素材のプロダクトを扱うので、モチーフのプロ
ポーションや質感をより的確にとらえ、正しいパースで描く力を
見るための出題となっている。

● 評価ポイント
1. モチーフをよく観察し、正確に描写する力
2. 適切な構図を定める力
3. 空間を認識し、適切なパースで描く力
4. 異なる質感を丁寧に描き分ける力
5. 仕事量（制限時間内にどれだけの作業ができるか）

● 面接
美術、デザインに対する関心の高さや将来の目標、日本への関心
などについて、日本語で自分の考えや意見を述べることができる
能力を重視している。加えて、自主性や広い視野で学習や研究
に取り組む意欲の高い人物を期待している。

さまざまな素材ごとの質感や特徴が丁寧に描き
分けられており、画面奥の籠に入った野菜に関
しても、形状や構造をよく観察した上で細かく
描写されている。
さらに、空間の奥行きや立体感の表現も的確で、
モチーフ全体のかたちの正確さも保たれており、
非常に完成度の高いデッサンとなっている。

手前に配置された鍋とフタといった、規格化され
た工業製品のモチーフについては、その構造や
質感が的確に捉えられており、非常に完成度の
高い表現ができている。
一方で、奥にある野菜や籠の中の空間の広がり
や奥行きの表現、さらには包丁のスケール感が
やや小さく見える点など、画面全体のバランスを
さらによくするための改善点も見受けられる。

Scenography, D
isplay and Fashion D

esign
 

空
間
演
出
デ
ザイ
ン
学
科

デザイン（3時間）

出題意図と評価のポイント
砂時計をモチーフに、時間の流れや未来への想像を視覚的に
表現する課題である。具体的なイメージを創造し、それを限ら
れた時間内で効果的に伝える力が求められる。テーマに対す
る独自の着眼点、構成力、表現力に加え、線や色のバランス、
塗りの丁寧さなど、技術的な完成度も評価のポイントとなる。

● 面接
日本語の理解力や質問への的確な応答に加え、作品のコンセ
プトを論理的かつ明確に日本語で伝える力が求められる。ま
た、他者の意見を理解し、適切に対話を進める柔軟性も重要な
評価ポイントである。これらを総合的に判断し、学業面やコミュ
ニケーション能力の可能性を見極めることを目的としている。

課題のモチーフ砂時計をそのままに描写し、そ
の影にデザインを入れ思考と現実の多元性を表
現した。影の方では砂があるべきところから移
動していく様を描き、見る側に思考を促す機会
となっている。目につく発色のよい黄色を用い
色彩を明確にし、未来という言葉が持つ普遍的
なイメージを伝えることに成功している点を評
価した。

砂時計の「砂」のみをモチーフにし、未来への希
望やエネルギーの源を表現する挑戦的な作品
だ。色のグラデーションや光の表現が丁寧に描
かれ、画面全体に立体感とダイナミズムを生み
出している。テーマに対する独自の視点がよく伝
わり、構成力や色彩感覚、描写の技術が高いレ
ベルで融合している点が評価できる。

外国人留学生
帰国生
特別選抜

外国人留学生
帰国生
特別選抜

 【問題】
「砂時計」をイメージして、あなたが思い描く「未来」を自由に平面構成しなさい。

［条件］
1. 用紙は横長で使用すること。
2. 色数は自由。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（B3ケント紙）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

教員コメント 教員コメント 教員コメント 教員コメント

0908



 【問題】
配付されたタイル（100mm×100mm）と、塩ビパイプ（φ20）を下記
の条件に従って自由に配置構成してデッサンしなさい。

［条件］
1.  タイルは5枚以上（上限10枚）描くこと。画面に対してタイルは仕
上げ面が表になるように表現すること。塩ビパイプは配付さ
れた長さのものと、長さが半分の2種類を配置し、描くこと。

2.  タイルと塩ビパイプは貫入してもよい。タイル同士は貫入しな
いものとする。

3. 答案用紙（B3画用紙）は縦横自由。
4. 目隠しカードの上に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書くこと。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（B3画用紙）×1枚
3. タイル（100mm×100mm）×2枚
4. 塩ビパイプ（φ20）×1個
5. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

A
rchitecture

建
築
学
科

鉛筆デッサン（3時間）

出題意図と評価のポイント
配付したモチーフに加え、諸々の条件を正しく理解した上で空
間構成しているかをチェックポイントとした。この条件は日本語
能力を測る側面も含む。配付モチーフが比較的単純で描きやす
い形状のため、空間構成における感性と描写・表現力が重要
な評価ポイントになっている。

● 面接
日本語により自身の考えを伝え、教員の質問や説明を理解する
ことが重要であるので、日本語能力を評価の重要なポイントに
おいている。その上で、建築・環境への関心、発見力、想像力、
思考力などを評価している。

出題の条件を読み取り正確に表現されており、
立体的配置に工夫が見られ、陰影なども丁寧に
描かれている。

出題の条件を読み取り正確に表現されており、
奥行きや貫入の様子が見て取れ、質感のある表
現となっている。

基礎造形（3時間）

出題意図と評価のポイント
今回のモチーフである「童話」は、地域ごとの風土や文化に根ざ
した独自性を持ちながらも、児童向けという普遍的な構造を備
えているため、多様な文化的背景を持つ受験生にとって取り組
みやすい題材であると考えた。受験生が物語のどのシーンをど
のような意図で選んだか、そしてそのシーンを幾何学的な表現
として効果的に定着できているかを通じて、計画性や造形力を
判断した。また、大胆な解釈や独自の視点が提示されている作
品については、積極的に評価した。

● 面接
受験生には、自身が取り上げた「童話」について、制作した幾何
学図形を見せながら簡単な解説をしてもらった。童話は国や地
域によって異なるため、面接官と前提を共有できていない場合
もある。そのため、日本語での説明力だけでなく、実際の学び
の場で求められる、議論を通じて相手の考えを理解し、柔軟に
コミュニケーションを取る力も重視した。

濃淡のある青と白の対比が印象的で、シルエッ
トのラビットがダイナミックに浮かび上がる。ス
パッタリングや幾何学的曲線がリズミカルに配置
され、流動的な構成が空間の広がりを感じさせ
る。幻想的で洗練された作品である。

幾何学形態でありながら有機的な表現が高い評
価につながっている。生物が放つ独特のコンテク
ストを限られた線と面で構成し、生きている表
現に大胆に色彩を用いてそこにある物語を表現
することに成功している。

  【問題】
あなたの国の有名な童話の一場面を幾何学図形を用いて描きなさい。

［条件］
1. 答案用紙は横長で使用すること。
2. 答案用紙の裏面中央に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書くこと。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（B3ケント紙）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

教員コメント

教員コメント

教員コメント 教員コメント

1110

Science of D
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学
科

外国人留学生
帰国生
特別選抜

外国人留学生
帰国生
特別選抜



 【問題】
別紙の文章は、田中みゆき著『誰のためのアクセシビリティ?』
からの抜粋である。この文章を読み、まず著者の意見を要約し
た後に、芸術文化における「アクセシビリティ」についてのあなた
自身の考えを、自分の体験を交えながら800字以内で述べな
さい。
なお、原稿用紙の1行目にタイトルを記述すること。

［条件］
1. 解答用紙の1行目に、適当なタイトルを記述すること。
2. タイトルも指定字数に含む。

［配付物］
1. 試験問題
2. 別紙×1枚
  出典：田中みゆき著『誰のためのアクセシビリティ?障害
のある人の経験と文化から考える』、リトルモア、2024年、
296-297頁。

3. 原稿用紙×1セット
4. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

小論文（2時間）

出題意図と評価のポイント
文中に示された筆者の考えを解釈し、自分の体験から適切な
テーマを設定して、具体的に論じられるかをを問うた。
以下の評価のポイントを総合的に評価した。
●  別紙の文章を適切に要約しているか。
●  問題の主旨を理解し、適切なテーマが設定されているか。
●  自分の具体的な経験について、客観的な視点を持っているか。
●  自分の具体的な経験と、出題文の内容を照らしながら論じて
いるか。

●  適切なタイトルが付けられているか。
●  文字数が適切であるか。

● 面接
以下の評価のポイントを総合的に評価した。
●  志望に至った経緯と動機を的確に話すことができるか。
●  本学科の教育理念や授業内容をよく調べているか。
●  入学後の学習や将来の目的意識が明確であるか。
●  これまでの経験で得たアートやデザインに対する考えを話す
ことができるか。

●  日本語でコミュニケーションを十分取ることができるか。

  

  

誰誰
のの
たた
めめ
のの
アア
クク
セセ
シシ
ビビ
リリ
テテ
ィィ
？？  

  

 

わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、
人
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
や
い
る
べ
き
場
所
を
、
そ
の
人
の
可
能

性
で
は
な
く
限
界
に
よ
っ
て
決
め
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
文
化
や
芸
術
を
楽

し
む
と
い
う
、
日
本
に
お
い
て
は
軽
視
さ
れ
が
ち
な
領
域
に
お
い
て
は
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
あ
る

だ
け
で
有
難
い
と
思
わ
せ
て
し
ま
う
状
況
が
続
い
て
き
た
。
だ
か
ら
、
障
害
の
あ
る
人
が
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
を
批
評
す
る
ど
こ
ろ
か
、
な
い
こ
と
に
声
を
上
げ
る
こ
と
さ
え
も
叩
か
れ
て
し
ま
う
状
況
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
は
知
ら
な
く
て
い
い
、
あ
る
い
は
わ
か
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
、
障

害
の
な
い
人
に
よ
る
先
入
観
が
あ
る
。
何
よ
り
も
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

資
金
不
足
で
も
人
手
不
足
で
も
な
く
、
わ
た
し
た
ち
の
そ
う
い
っ
た
思
い
込
み
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。 そ

れ
は
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
い
。
近
代
以
降
、
分
業
が
進
み
専
門
性
が
業
界
の
中

で
閉
じ
て
き
た
の
と
と
も
に
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
生
ま
れ
、
過
程
は
見
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
知
識
や
技
術
は
洗
練
し
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
で
多
く
の
人
を
遠
ざ
け
て
も

き
た
。
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
〝
当
た
り
前
〟
を
ほ
ぐ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
参
加

で
き
る
入
口
を
ひ
ら
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
人
権
と
同
じ
よ
う
に
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー

ム
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
の
存
在
意
義
が
損
な
わ
れ
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。 

い
ま
は
ま
だ
、
障
害
の
あ
る
人
の
な
か
で
も
限
ら
れ
た
人
た
ち
だ
け
が
社
会
に
出
ら
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
。
そ
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
障
害
の
な
い
人
た
ち
の
社
会
の
彩
り
と
し

て
扱
わ
れ
る
状
況
は
少
し
ず
つ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
過
渡
期
に
は
変
わ
り
な
い
。
障
害
の

あ
る
人
に
と
っ
て
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
社
会
を
ど
ん
ど
ん
推
し
進
め
て
社
会
の
規
範
を
塗
り
か
え
て
い
か

な
い
限
り
、
形
だ
け
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
街
を
覆
っ
て
い
く
だ
け
で
、
根
本
的
な
社
会
の
あ
り
方

は
変
わ
っ
て
い
か
な
い
の
だ
。 

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
障
害
の
な
い
人
が

障
害
の
あ
る
人
の
こ
と
、
つ
ま
り
世
界
の
異
な
る
捉
え
方
や
人
間
の
あ
り
方
を
学
ぶ
た
め
に
も
あ
る
の

だ
。
わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
、
障
害
の
あ
る
人
を
目
の
前
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害
の
な
い
人
が
変
わ

っ
て
い
く
の
を
少
な
か
ら
ず
見
て
き
て
、
そ
の
こ
と
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
多
く
の
障
害

の
あ
る
人
が
社
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
接
点
の
な
か
っ
た
障
害
の
な

い
人
が
、
障
害
の
あ
る
人
の
生
き
ら
れ
た
経
験
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
増
え
る
。
そ
れ
が
実
現
し
て

は
じ
め
て
、
互
い
に
対
等
に
向
き
合
え
る
社
会
の
姿
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
き
っ
と
、
い
ま

よ
り
も
ず
っ
と
面
白
い
。 

別
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 【問題】
自転車用ベルは、自転車で公道を走行する際に装備し、法律で定めら
れた交差点や山道など見通しがきかない場所で、自転車の存在を周
囲に知らせるために使用することが義務づけられている。
問題 1.
配付された「自転車用ベル」の音が鳴る仕組みを分析し、機能や特徴
について図化しなさい。説明する文字を入れてよい。
問題2.
自転車の交通マナーについて、日本語400字以内で述べなさい。

［条件］
1.  問題1については、答案用紙の指定の枠内でわかりやすくレイアウ
トすること。

2.  配付した自転車用ベルは鳴らしてよい。ただし、周囲の受験者に
大きな迷惑をかけないように配慮すること。

3.  配付した自転車用ベルは分解してはならない。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙×1枚
3. 自転車用ベル×1個
4. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

情報表現テスト（2時間）

出題意図と評価のポイント

「情報表現テスト」は日本語の問題文を正しく理解し、何を問うてい
るかについて的確に把握し解答できているかが、最も重要な評価ポ
イントである。2025年度の問題は、配付された「自転車用ベル」を観
察し、その機能や特徴について分析した上で、わかりやすく図説する
というものである。透明なプラスチックキャップ越しに見える、小型な
がらも工夫が凝らされた内部構造を分解することなく推測し、図とし
てどれだけ正確に表現できるかを考査した。また、問題2については
適切に論点を設定し、自身の経験と考えを明瞭に記述できているか
を評価した。

● 面接
本学科に関心を持ち受験した明確な理由と、入学後の学習方針や目
指す領域について、事前に提出された志願確認書に基づき、質疑応
答を行った。また、志願理由以外の話題についても、質問を正しく理
解し、自分の考えや意見を述べることができるか審査している。特に
自然な日常会話や大学の授業やグループワークなどで使う言葉の聞
き取りの力も重要なポイントとしている。なお、限られた時間内では十
分に審査することが難しいため、ポートフォリオや作品は評価対象と
はしていない。

　
自
転
車
は
日
常
の
中
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
自
転
車
で
走

行
す
る
際
の
マ
ナ
ー
や
注
意
点
を
前
も
っ
て
知
っ
て
お
く
こ
と

が
、
歩
行
者
に
も
利
用
者
に
も
役
に
立
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
、
自
転
車
で
走
行
す
る
際
に
は
、
自
転
車
専
用
の
道
路

で
走
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
専
用
道
路
が
な
い
時

は
、
歩
行
者
が
歩
く
と
こ
ろ
を
走
行
す
る
。
そ
の
時
に
は
自
転

車
の
存
在
を
歩
行
者
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
交
差
点
や
、
山
道
な
ど
の
見
通
し
が
き
か
な
い

場
所
で
は
、自
転
車
用
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
、周
囲
の
人
々

が
注
意
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
ま
た
、
歩
行
者
が
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
な
ど
を
着
用
し
、
ベ
ル
を

鳴
ら
し
て
も
気
づ
か
な
い
場
所
や
、
横
断
歩
道
の
よ
う
に
人
々

が
多
く
集
ま
り
通
り
す
ぎ
る
場
所
で
は
、
自
転
車
か
ら
降
り
て

歩
き
、
そ
の
場
所
を
離
れ
た
後
に
自
転
車
で
走
行
す
る
な
ど
、

安
全
を
最
優
先
に
す
る
こ
と
が
互
い
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
歩
行
者
と
利
用
者
の
安

全
を
考
え
な
が
ら
利
用
す
る
べ
き
だ
。

教員コメント
問題 1では、音が鳴る仕組みと使用方
法の2つの観点から伝達すべき内容が
整理されており、わかりやすくまとめ
られている。説明の文章の中にベルの
パーツを示す絵文字のような記号を取
り入れ、限られた文字数で情報を伝え
ようとする工夫も見られる。問題2で
は、自転車の運転者と歩行者の共存や
安全面への配慮にしっかりと言及して
いるものの、日本語の文法や語彙の正
確さについては再考が必要な部分が
多い。

　
自
転
車
は
便
利
な
道
具
で
あ
る
が
、
使
い
方
に
よ
っ
て
危
険

を
冒
す
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、自
転
車
を
運
転
す
る
時
、

交
通
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
、「
な
が
ら
運
転
」
と
い
う
危
険
極
ま
り
な
い
行
為

に
注
意
す
べ
き
だ
。
自
転
車
を
運
転
し
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
見
た

り
音
楽
を
聴
く
と
、
そ
の
ま
ま
夢
中
に
な
り
周
囲
の
状
況
に
集

中
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
歩
行
者
や
車
と
ぶ
つ
か
り
、
大

き
な
事
故
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
次
に
、
交
差
点
の
通
行
に
気
を
付
け
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。
自
転
車
の
速
度
を
下
げ
た
り
、
ベ
ル
を
鳴
ら
し
た
り
、
周

り
の
具
合
を
確
認
し
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
通
る
べ
き
だ
。
ま
た
、

歩
行
者
と
の
譲
り
合
い
も
マ
ナ
ー
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
自
転
車
を
運
転
す
る
時
、「
な
が
ら

運
転
」
を
止
め
、
交
差
点
に
気
を
付
け
る
な
ど
が
大
事
な
交
通

マ
ナ
ー
だ
と
考
え
る
。
自
分
と
他
人
の
安
全
を
守
り
な
が
ら
移

動
し
ま
し
ょ
う
。

教員コメント
問題 1については、縦方向に展開した立
体的な分解図を作成し、内部構造につ
いても詳細に説明できている。個々の
パーツには番号が振られ、色使いも効
果的で見やすい。キャップを人の手で回
すことによって内部が連動して動く仕組
みがわかるような、表現上の工夫がある
とさらによかった。問題2については、
単語や文章にやや不自然な箇所はある
ものの、「ながら運転」について具体例を
挙げて説明しており、説得力のある内
容になっている。
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C
reative Innovation

 

ク
リ
エ
イ
ティ
ブイ
ノベ
ー
ション
学
科

 【問題】
近年、タブレットやスマートフォンの普及により、筆記具の使用
用途や頻度が変化してきている。現在の筆記具の現状と課題
を様々な観点で分析したうえで、それを踏まえてこれからの筆
記具の可能性を詳しく述べよ。（800字以内）

［条件］
1. 解答は、配付された原稿用紙に指定字数に従って縦書きで
 記入すること。
2. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

小論文（1時間30分）

出題意図と評価のポイント
身近な課題設定のもとに、幅広い社会的視点から俯瞰する基
礎的能力と、そこに自分なりのクリティカルな視点を持ち込むこ
とによって得られる独自のテーマ性や、潜在している課題発見
力を重視するとともに、設問に応じた日本語能力（読解力や論理展
開力等）を評価ポイントとする。

● 面接
美大における本学科特有の主旨・特色やカリキュラム構成を正
しく理解し、グローバルな視点での未来や社会に対する新たな
デザイン課題に対して積極的であり、グループワーク等では協
調性を発揮できること。さらに、自身の将来的な夢や本学で学
びたい授業分野、目指したい進路等について明確な目的意識
や自分なりの考えを提示できることが望ましい。

映
像
学
科

Im
aging A

rts and Sciences

 【問題】
下記を含む漢字二文字の熟語を選び、その言葉から想起する
場所や出来事などのイメージを絵と文章で表現しなさい。

「合」

［条件］
1. 選んだ熟語を答案に必ず含むこと。
2. 選んだ熟語を答案用紙左下の余白部分に記入すること。
3.  絵と文章を必ず用いること。ただし絵と文章の配置および
配分は任意とする。

4. 解答欄の文字は１マス１字とする。
5. 答案用紙は横長で使用すること。
※試験当日に［条件］を改編した。

配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（B3画用紙）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

感覚テスト（3時間）

出題意図と評価のポイント
言葉に関する感性および、場所や出来事のイメージを創り出す
力と、それを文章と絵で表現する力から、映像的な資質や感性
を読み取りたいという出題意図である。評価ポイントとしては、
問題から導き出した言葉を解答のイメージ表現の主たる手が
かりとしているか、イメージを絵と文章で表現するにあたって、
絵と文章の役割を的確に分担させているか、絵と文章のレイ
アウトが調和的に構成されているか、等である。

● 面接
映像の分野は、文章力やデッサン力、コミュニケーション能力、
数学的能力等、さまざまな資質のどこからでもアプローチが
可能なことが特徴である。したがって、現在の自分が得意なこと
を、「感覚テスト」の解答の説明を通して、あるいは本学科で
学びたいことや方向性を答える形で、明らかにすることが求め
られる。当然なこととして、日本語の聞き取りと会話の能力も
重視する。

社会的動物である人間としての生き辛さから
逃れようとした青年が、孤独を望まない本心を
理解する海中の化け物たちと「結合」し、クラゲ
に転生して自由を得る。現実的な若者の苦悩を

テーマとしながら、想像力豊かなファンタジーの
世界へ誘い、心の救済へ向かう物語に昇華させ
た。朦朧とする意識で海中を漂う浮遊感や時間
の流れなど高い表現力と構想力を評価した。

教員コメント

1514

外国人留学生
帰国生
特別選抜

外国人留学生
帰国生
特別選抜



大人たちが参列する葬儀では棺に次々と白い
花が手向けられ、傍の庭では蟻たちが列をなし
て蝉の死骸を運んでいる。まだ子どもの私はこ
の小さな葬儀の列に「合流」し、やがて白い野花

と自分だけが残される。人間と小生物の死を並
べ、自我の内外が未分化な幼少期にある私が、
死を通して大人社会の入り口に合流する。達観
した視点は詩情にあふれ繊細で美しい作品だ。

真白い雪原から黒い森を見据えて猟をする父子
と、突如出現した熊の親子との緊迫した闘いの
時間が刻々と描写される。父親の生業を引き継
ぐのであろう少年が、子熊を守るためナーバス

になった親熊に向けて猟銃の引き金に指を「重
ね合わせる」。冷たく張り詰めた空気感と静けさ
の中、迎え来る標的と自身の体に意識を集中さ
せる。研ぎ澄まされた感覚を体感させる佳作。

造
形
学
部
・
造
形
構
想
学
部
全
学
科
共
通

 【問題】
「作品を制作するにあたって、教養は重要である」という意見に
対して、あなたは賛成ですか、反対ですか。その理由とともにあ
なたの考えを述べなさい。
なお、解答は700字以上800字以内で書きなさい。また、「で
す・ます」調ではなく、「である」調で書くこと。

［条件］
解答は、配付された原稿用紙に指定字数に従って縦書きで
記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

文章表現（1時間30分）

出題意図と評価のポイント
帰国生特別選抜の文章表現問題では、ある意見に対して賛成
か反対かの立場を論述する問題を課している。これは、根拠に
基づき論理的に自己の主張を記述できるという論理的記述力
を測るためである。したがって、論理的な記述がなされている
かを第一に評価する。また、文法､文体等の言語的な要素も
小論文として適切なものであるかも評価している。

教員コメント

教員コメント
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造
形
学
部
・
造
形
構
想
学
部

 【問題】
今あなたが“生きている！！”と感じることを自由に描きなさい。

 ［条件］
1. 答案用紙は縦横自由。
2. 答案用紙の裏面中央に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書く
 こと。

 ［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（A2画用紙）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

 【問題】
自画像を描きなさい。
 
 ［条件］
1. 答案用紙は縦横自由。
2. 答案用紙の裏面中央に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書く
 こと。

 ［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（木炭紙大画用紙）×1枚
3. 鏡×1枚

 【問題】
布は、結んだり、覆ったり、包んだりすることで様々な機能を持
たせることができます。また、造形の素材として、様々な形態や
効果を生み出すこともできます。
配付されたモチーフを観察し、布の素材としての性質や使い方
など、あなたが気づいたことをスケッチと文章で付箋（ふせん）に
書き出し、答案用紙の左半分に配置しなさい。
そして、付箋による作業と観察から得られたことをもとに、「布
が持つ可能性」をタイトルとスケッチと文章によって答案の右半
分に記述しなさい。

 ［条件］
1.  付箋に記載する文章、答案用紙の右半分に記載する文章
とタイトルの文字数は自由。

2. 付箋は答案用紙の左半分に自由に配置してよい。
3.  答案用紙の左半分で付箋が貼られていない箇所にコメント
などを記載してよい。

4. 布の加工は自由。
5. 答案用紙は横長で使用すること。
6. 鉛筆を使用すること。色鉛筆は使用不可。
7. 付箋が剥がれないように糊で補強して貼ること。
8. 包装材はモチーフではない。
9. 配付物は持ち帰らないこと。

 ［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（A2画用紙）× 1枚
3. 布×2枚
4. 付箋×1束
5. 下書き用紙（B4上質紙）×3枚

※ 造形学部全学科、作品・ポートフォリオ（両方、またはどちらか）
の提出、面接の試験あり。

※ 油絵学科油絵専攻、油絵学科版画専攻（3年次）、グラフィッ
クアーツ専攻（2年次）、工芸工業デザイン学科は実技試験
なし。

鉛筆デッサン（3時間）

鉛筆デッサン（3時間）

デザイン（3時間）

日本画学科

彫刻学科

視覚伝達デザイン学科

 【問題】
配付された素材（新聞）を発想の源として自身でテーマ（タイトル）
を設定し、与えられた台紙（B3スチレンボード5mm厚）の上に自由に
立体的な作品を制作しなさい。

 ［条件］
1.  配付された素材（新聞）と用紙（B3ケント紙×3枚、B3ボール紙×

3枚）を自由に加工して台紙（B3スチレンボード5mm厚）上に立体
的に表現すること。

2.  記入用紙にテーマ（タイトル）と簡単な作品説明を150文字以
内で記入しなさい。

3.  作品テーマ（タイトル）と作品説明は、採点者が理解できる日本
語表記とすること。

4.  配付された素材（新聞）と用紙（B3ケント紙×3枚、B3ボール紙×

3枚）は自由に加工してよい。
5.  配付された素材（新聞）と用紙（B3ケント紙×3枚、B3ボール紙×

3枚）は任意に使用すること。（全て使用しなくてもよい）
6.  配付された両面テープとのりは接着材としてのみ使用する
こと。

7. 台紙は横長で使用すること。
8. 着彩は任意とする。
9. 下書き用紙と包装材は作品に使用しないこと。

 ［配付物］
1. 試験問題
2. 記入用紙
3. 新聞×1部
4. B3ケント紙×3枚
5. B3ボール紙×3枚
6. B3スチレンボード（5mm厚）白（台紙用）×1枚
7. 両面テープ×1個
8. のり×1本
9. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

デザイン（3時間）

空間演出デザイン学科

1918

編入学
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活動報告書の提出、面接の試験 【問題】
あなたがこれまで熱中したもの、力を注いだものを一つ挙げ、
その内容や魅力が第三者に伝わるように述べなさい。
論述にあった題名をつけること。

 ［条件］
1. 解答用紙の1行目に、適当なタイトルを記述しなさい。
2. 文字数は、タイトルを含め、600字以内とする。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

デザインテスト（3時間） 選考方法小論文（1時間30分）

建築学科 クリエイティブイノベーション学科基礎デザイン学科

 【問題】
「地震」、「台風」などによる自然災害をひとつ取り上げ、その自
然災害に対する事前対策に向けて、デザインが果たす役割に
ついて論述しなさい。

 ［条件］
1.  原稿用紙は横書きで使用すること。
2.  原稿用紙の1行目に15字以内のタイトルを記入し、2行目か
ら解答文を記入すること。

3. 文字数は、タイトルを含め、800字以内とする。

［配布物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

 【問題】
別紙の文章は、『現代アートの本当の見方「見ること」が武器
になる』からの抜粋である。まず著者の意見を要約した後に、
アートと言葉の関係について、あなた自身の考えを具体的な体
験を交えながら1,000字以内で述べなさい。
なお、原稿用紙の1行目にタイトルを記述すること。
※別紙は非掲載とします。

 ［条件］
1.  解答は、配付された原稿用紙に指定字数に従って縦書きで
記入すること。

2. タイトルも指定字数に含む。
3. 氏名欄は全頁記入すること。

［配布物］
1. 試験問題
2. 別紙×1枚
  出典：『現代アートの本当の見方「見ること」が武器になる』、
フィルムアート社、2014年、136-141頁。

3. 原稿用紙×1セット
4. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

小論文（1時間30分）

小論文（1時間30分）

デザイン情報学科

芸術文化学科

作品の提出（動画作品または写真作品）、面接の試験

選考方法

映像学科

 【問題】
与えられた敷地図（別紙）に、下記の条件で、住宅兼店舗を設計
しなさい。

［条件］
1. 敷地条件
 a.敷地面積：88m2

 b.接道：北側、西側  4m
 c.高低差：敷地内は高低差なし（GL±0）、南側に鉄道軌道
 　（GL－10M）

 d.用途地域：第1種住居地域（建蔽率60％・容積率150％）

 e.周辺状況：2階建と3階建が混在している地域
2. 設計条件
　a.延床面積：110m2以上
　b.家族：夫婦＋子供2人（高校生2人）の計4人
 　小さなアイスクリーム屋を併設
　c.駐車場：1台　駐輪場：数台
　d.構造：構造は自由
3. 答案用紙は縦横自由
　
［要求図書］
下記の内容を答案用紙に記載すること。
1. 設計意図を示すタイトルを付けること。
2. 配置図兼1階平面図・各階平面図（縮尺：1／100）

3. 断面図：1面以上（縮尺：1／50）

4. 外観スケッチ：1カット以上
5. 内観スケッチ：1カット以上
6. 計画概要（建築面積、延床面積、構造種別）を答案用紙に記載する
 こと。

［配付物］
1. 試験問題
2. 別紙（敷地図）×1枚
3. 答案用紙（A2ケント紙）×1枚
4. 下書き用紙（A3トレーシングペーパー）×3枚

2120
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科

 【問題】
まず、あなたが関心をもつ美術作品（A）を挙げてください。
次に、その作品と、制作年代や主題、様式などの類似・相違に
おいて、対比可能な別の作品（B）を示し、Bとの比較を通じて、
Aについて論じなさい。
（1,200字以内）

［条件］
1.  解答は、配付された原稿用紙に指定字数に従って縦書きで
記入すること。

2. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

小論文（2時間） 小論文（2時間）

美術専攻
美学美術史コース

デザイン専攻
視覚伝達デザインコース

 【問題】
以下の英文を日本語に訳しなさい。
※英文は非掲載とします。

［配付物］
1. 試験問題
2. 解答用紙×1枚
  出典：Charles Harrison, Modernism, London, Tate 

Gallery Publishing, 1997, p. 16-17.

外国語（英語）（1時間）

 【問題】
次の事項の中から任意に5つを選び、各事項の説明を解答用
紙に簡潔に記述しなさい。
1. ウィーン分離派／2. 上村松園／3. オーギュスト・ロダン／4. 
画本虫撰（喜多川歌麿画、蔦重板）／5. カロリング・ルネッサンス／6. 
寛永風俗画／7. 乾漆造り／8. 玉眼／9. 構成主義／10. 作戦記
録画（戦争画）／11. ジョルジオ・デ・キリコ／12. 垂迹画／13. 杉
浦非水／14. 高村光雲／15. 抽象表現主義／16. ディエゴ・ヴェ
ラスケス／17. ハギア・ソフィア大聖堂／18. 未来派／19. 李禹煥
（リー・ウーファン）／20. ルネ・ラリック

［配布物］
1. 試験問題
2. 解答用紙×1セット

専門基礎（筆記試験）（1時間）

 【問題】
図は、1490年ごろにレオナルド・ダ・ヴィンチが描いた、「ウィト
ルウィウス的人体平衡図」である。紀元前 1世紀後半に活動し
た建築家ウィトルウィウスによる「建築十書」を読んだレオナル
ドは、その中の「広げた手足の先は臍（へそ）を中心にした円に
接し、真横に伸ばしたときの腕の幅は身長に等しい」という記
述を図に表した。
この図と、ヴィジュアル・コミュニケーション・デザインの間には、
どのような関係性や意味性が含まれているだろうか。あなたの
これまでの体験を踏まえ、あなた独自の考えを述べなさい。
文章のはじめに必ず表題（タイトル）をつけ、1,200字以内で記述
すること。
※図は非掲載とします。

［条件］
1. 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで記入すること。
2.  原稿用紙の1行目にはタイトルを記入し、2行目から解答文
を記入すること。

 タイトルは指定字数に含む。
3. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
  出典：池上英洋『レオナルド・ダ・ヴィンチ　ルネサンス「万能
人」の生涯』、新人物往来社、2012年

2. 原稿用紙×1セット
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

 【問題】
別紙の敷地に、下記の条件で住宅＋レストランを設計しなさい。

［条件］
1. 敷地条件
  a.  敷地形状：敷地は南東から北西へ向かって8m上がる傾

斜地である
 b. 敷地面積：150m2

 c. 接道：南東10m、北西4m
 d. 用途地域：商業地域（建蔽率80％・容積率500%）

  住居地域（建蔽率50％・容積率100%）

 e.  周辺状況：駅に近い商店街に位置する建物が密集した
地域

2. 設計条件
 a. 敷地条件（傾斜地）や周辺環境を生かした計画であること
 b. 敷地レベルを変更する土地の造成は不可
 c. 延床面積：250～400m2

 d. 計画内容（各用途は下記の条件を満たすこと）
  住宅（150m2以上）：家族（夫婦＋子供1人）

  レストラン（100m2以上）：客席（20席以上）

  駐車場（住宅用2台）

 e. 設計意図を示すタイトルを付けること
3. 設計意図を説明する下記の内容を表現すること
 a. 各階平面図（縮尺：1／100）［平面図に敷地境界線を表記すること］

 b. 断面図（縮尺：1／100）［計画の特徴を表現する断面図を1面以上］

 c. 外観スケッチ［敷地との関係が分かるアングルで表現すること］
 d. 内観スケッチ［主要な内部空間を表現すること］
 e. 説明文（200文字以内）

4.  計画概要（建築面積、延床面積、構造種別）を答案用紙に記載する
こと

5. 答案用紙は縦横自由

［配付物］
1. 試験問題
2. 敷地平面図（別図）
3. 答案用紙（A2ケント紙）×1枚
4. 下書き用紙（A3トレーシングペーパー）×3枚

即日設計（3時間）

デザイン専攻
建築コース

 【問題】
2020年10月、政府は2050年までに温室効果ガスの排出を
全体としてゼロにする、カーボンニュートラルを目指すことを宣
言した。2050年カーボンニュートラルの実現に向け、建設か
ら解体まで、建築物の生涯を通じた二酸化炭素（CO2）排出量
の削減に向けた取組みが始まっている。こうした状況を踏まえ
て、下記の問いに答えなさい。
（1）  次の写真（①もしくは②またはその両方を選ぶ）から読み取れる

建築、都市、美術に関することを原稿用紙「小論文 1」に
200字程度で書きなさい。

（2）  （1）で回答した内容を踏まえて、あなたの考える課題、ま
たは可能性について、原稿用紙「小論文2」に1000字程
度で自由に答えなさい。なお、内容に適したタイトルを記
入すること。

※写真は非掲載とします。

 ［条件］
原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。

［配付物］
1. 試験問題
 出典：
 （1） 日経クロステックHP
  街中に出現した11階建て「純木造高層建築」の衝撃
   https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/

na/18/00179/070400001/（2024年9月4日参照）

 （2） CIRTY　HP
  https://cirty.jp/interview/161/（2024年9月4日参照）

2. 原稿用紙×3枚 1セット
 ※「小論文 1」×1枚、「小論文2」×2枚をステープラー留め
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

小論文（2時間）

住宅（3階建）
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デザイン専攻
デザイン情報学コース

 【問題】
以下の英文を日本語に訳しなさい。ただし、枠線で囲んだ箇所
は訳さなくてよい。
＊解答用紙のみ提出しなさい。
※英文は非掲載とします。

［配付物］
1. 試験問題
  出典：John Maeda, How to Speak Machine: 

Computational Thinking for the Rest of Us, 
Portfolio, 2019.

2. 解答用紙×1枚

外国語（英語）（1時間）

 【問題】
「人間の中の野性」、「意匠の中の無駄」、「日本料理の中の出汁」
のように、「Aの中のB」という「フレーズ」を構成し、それについ
ての自分なりの「考え」を論述しなさい。
ここで［A］と［B］は、それぞれ2文字以上4文字以内の漢字で
構成される「言葉」とする。
論述する「考え」には、そのフレーズの「説明」、現況としての「良
い点」と「悪い点」、「今後の展開」を含むこと。
（1,200字以内）

［条件］
1. 原稿用紙は指定字数に従って横書きで使用すること。
2.  構成した「フレーズ」を原稿用紙の 1行目にタイトルとして
記入し、2行目から解答文を記入すること。タイトルは指定
字数に含む。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙（A3）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

小論文（2時間）
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［B日程］

 【問題】
「自分とは何か」について描きなさい。
 
 ［条件］
1. 答案用紙は縦横自由。
2. 答案用紙の裏面中央に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書く
 こと。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（木炭紙または画用紙から選択）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

 【問題】
造形作品における空間表現について、制作者としての立場から
具体的に論じてください。（800字以内）

 ［条件］
原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

 【問題】
版画の技法が、絵画とは異なるどのような特質を版画表現に
与えるか述べてください。（800字以内）

 ［条件］
原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

素描（6時間） 小論文（2時間）

小論文（2時間）

美術専攻
日本画コース

美術専攻
油絵コース

美術専攻
版画コース

 【問題】
日本・東アジアの絵画において、「線」はどんな役割を持ってい
ますか?
すぐれた線の効果を持つ作品や、自身の制作体験を交え、具
体的に800字以内で述べてください。

 ［条件］
原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

小論文（2時間）

 【問題】
与えられた用紙の中に、これから展開しようとする自己の作品を
実物大で描きなさい。
なお、全体が入りきらない場合は、主要部を描くこと。

 ［条件］
1. 描画材は自由。
2. 答案用紙（画用紙）は縦横自由。
3. 答案用紙の裏面に、画面の「上」を示す矢印「↑」を書くこと。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（90cm×180cm画用紙）×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×3枚

 【問題】
美術館で、初めて見る作品に関心を持ち、美術史上の位置を論
じるとしたら、あなたはその作品のどこに着目し、どんなリサー
チを行いますか。方法論やリサーチの手順について、具体的に
説明してください。（1,200字以内）

 ［条件］
1. 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
2. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

 【問題】
彫刻における公共性について述べなさい。
（800字以内）

 ［条件］
原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

デッサン（6時間） 小論文（2時間）

小論文（2時間）

美術専攻
彫刻コース

美術専攻
美学美術史コース

 【問題】
以下の英文を日本語に訳しなさい。
※英文は非掲載とします。

［配付物］
1. 試験問題
  出典：Martin Kemp (ed.), The Oxford History of 

Western Art, Oxford / New York, Oxford University 
Press, 2000, p. 340.

2. 解答用紙×1枚

外国語（英語）（1時間）

 【問題】
次の事項の中から任意に5つを選び、各事項の説明を解答用
紙に簡潔に記述しなさい。
1. 青木繁「海の幸」／2. アール・デコ／3. 歌川国芳／4. エドゥ
ワール・マネ／5. 岡本太郎「太陽の塔」／6. コンスタンティン・
ブランクーシ／7. 実験工房／8. シャルトル大聖堂／9. 正倉院
宝物／10. 芹沢銈介／11. 千手観音／12. 鉄線描／13. 英一蝶
／14. マニエリスム美術／15. ヤン・ファン・エイク／16. 寄木造り
／17. 萬鉄五郎／18. 両界曼荼羅／19. レディメイド／20. ロイ・
リキテンスタイン

［配付物］
1. 試験問題
2. 解答用紙×1セット

専門基礎（筆記試験）（1時間）

2726



 【問題】
別紙の文章は、スイス出身の哲学者アラン・ド・ボトンとスコット
ランド出身の美術史家ジョン・アームストロングによる、アート
と資本主義の共存の可能性を検討する小論である。著者の主
張を要約した上でその内容を踏まえて、今日の世界における経
済と芸術文化の関係性についての課題や展開の可能性につい
て、あなたの考えを1,200字以内で述べなさい。その際、必ず
20字以内のタイトルをつけなさい。
※別紙は非掲載とします。

 ［条件］
1. 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで記入すること。
2. タイトルは指定字数に含む。
3. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 別紙×1枚
  出典：アラン・ド・ボトン、ジョン・アームストロング（ダコスタ吉村
花子訳）『美術は魂に語りかける』（河出書房新社、2019年）、199-
203頁（一部改変）。

3. 原稿用紙×1セット
4. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

 【問題】
「複製」と「デザイン」の関係についてあなたの考えを書きなさい。
文章のはじめに必ず表題（タイトル）をつけ、1,200字以内で記述
すること。

 ［条件］
1. 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで記入すること。
2. タイトルは原稿用紙の1行目に記入し、2行目から解答文を
 記入すること。タイトルは指定字数に含む。
3. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

小論文（2時間） 小論文（2時間）

美術専攻
芸術文化学コース

デザイン専攻
視覚伝達デザインコース

 【問題】
次の英文は、Miwon Kwon, “ONE PLACE AFTER 
ANOTHER SITE-SPECIFIC ART AND LOCATIONAL 
IDENTITY ”からの一部抜粋である。第2、第3パラグラフ（段落）
を和訳しなさい。ただし、註1～3は訳さなくて良い。
※英文は非掲載とします。

［配付物］
1. 試験問題
  出典：Miwon Kwon, ONE PLACE AFTER ANOTHER 

SITE-SPECIFIC ART AND LOCATIONAL IDENTITY, 
The MIT Press, 2004, pp.100-102

2. 解答用紙×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

外国語（英語）（1時間）

 【問題】
怒りを自由に表現しなさい。

 ［条件］
1.  配付されたスチレンボード（3mm厚）、ケント紙を使用して立
体をつくり、台紙（スチレンボード5mm厚）上に立体構成すること。

2. 台紙に制作物を固定のうえ、右下にタイトルを明記すること。
3. 着色は任意とする。
4. 原稿用紙にコンセプトを記入すること（100字以内）。

［配付物］
1. 試験問題
2. スチレンボード（B3サイズ、3mm厚）×1枚
3. ケント紙（B3）×2枚
4. 台紙用スチレンボード（B3サイズ、5mm厚）×1枚
5. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚
6. スチレンのり×1本
7. 両面テープ× 1個
8. 原稿用紙100字×1枚

 【問題】
「矛盾」をテーマにデザインしなさい。

 ［条件］
1. 答案用紙の①タイトル欄に20字以内の題名を記入すること。
2. 答案用紙の②本文欄にコンセプトを記入すること（400字以内）。
3. 答案用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
4. 構想を伝えるスケッチをスケッチ用紙に描くこと。
5. スケッチ用紙に描くスケッチの点数は自由とする。
6. スケッチ用紙は横長で使用すること。
7. スケッチ用の画材は自由とする。
8. 答案用紙・スケッチ用紙の両方とも提出すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 答案用紙（B4）×1枚
3. スケッチ用紙（B3アラベール紙）×1枚
4. 下書き用紙（B4上質紙）×4枚

立体構成（3時間）

構想力テスト（3時間）

デザイン専攻
空間演出デザインコース

デザイン専攻
工芸工業デザインコース

 【問題】
昨今、A.I.（人工知能）の発展が著しいですが、今後、A.I.がデザ
インにどのような影響を与えると考えますか?自身の制作・研究
テーマを交えながら論述しなさい。
（600字以内。題名も指定字数に含む。）

 ［条件］
1. 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
2.  題名は原稿用紙の1行目に記入し、2行目から解答文を記入
すること。

 ［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

小論文（2時間）

デザイン専攻
基礎デザイン学コース

 【問題】
以下の文章を日本語に翻訳しなさい。
※英文は非掲載とします。

［配付物］
1. 試験問題
  出典：ed. Rolf Fehlbaum, A way of life : notes on 

Ballenberg, Lars Müller Publishers,Zürich, 2023, 
p.7.

2. 解答用紙×1枚

外国語（英語）（1時間）
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 【問題】
循環型社会におけるモノをできるだけ長く使うことに関する課題
をできるだけ多く挙げよ。そのうち重要と考えられる課題を複数
選び、それらの課題に対して独自の観点で解決策を述べ、これ
からの社会における可能性を論ぜよ。
（日本語で解答する場合1,200字以内、英語で解答する場合600ワード以内）

［条件］
1. 日本語または英語のどちらか一方のみで解答すること。
2. 日本語で解答する場合は、指定の原稿用紙に記入すること。
 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
3.  英語で解答する場合は、指定の英語解答用紙に記入する
こと。

4. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 英語解答用紙×1枚
4. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

 【問題】
近年、日本の文化や伝統工芸は世界的に注目が高まっている
一方で、地域の伝統・工芸・文化の需要低迷や担い手不足が問
題視されている。地域の伝統文化が抱えている課題をできる
だけ多く挙げよ。そのうち重要と考えられる課題を複数選び、
それらの課題に対して独自の観点で解決策を述べ、これから
の社会における可能性を論ぜよ。
（日本語で解答する場合1,200字以内、英語で解答する場合600ワード以内）

［条件］
1. 日本語または英語のどちらか一方のみで解答すること。
2. 日本語で解答する場合は、指定の原稿用紙に記入すること。 
 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
3. 英語で解答する場合は、指定の英語解答用紙に記入すること。
4. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 英語解答用紙×1枚
4. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

小論文（2時間） 小論文（2時間）

造形構想専攻
 クリエイティブリーダーシップコース
 ［一般方式］

造形構想専攻
 クリエイティブリーダーシップコース
 ［社会人方式］

造形構想専攻
 クリエイティブリーダーシップコース
 ［社会人方式］
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［B日程］

 【問題】
「主体性の喪失」に関する課題をできるだけ多く挙げよ。そのう
ち重要と考えられる課題を複数選び、それらの課題に対して独
自の観点で解決策を述べ、これからの社会における可能性を
論ぜよ。
（日本語で解答する場合1,200字以内、英語で解答する場合600ワード以内）

［条件］
1. 日本語または英語のどちらか一方のみで解答すること。
2. 日本語で解答する場合は、指定の原稿用紙に記入すること。 
 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
3. 英語で解答する場合は、指定の英語解答用紙に記入すること。
4. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 英語解答用紙×1枚
4. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

小論文（2時間）

 【問題】
近年、生成AIの研究利用が話題・問題になっている。どのよう
なことが問題になっているかを列挙した上で、あなたが修士研
究の審査担当者だった場合、研究における生成AIの利用は、
どのような場合に許され、どのような場合に許すべきではない
と考えるか、論じなさい。
（日本語で解答する場合1,200字以内、英語で解答する場合600ワード以内）

［条件］
1. 日本語または英語のどちらか一方のみで解答すること。
2. 日本語で解答する場合は、指定の原稿用紙に記入すること。
 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
3. 英語で解答する場合は、指定の英語解答用紙に記入すること。
4. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. 英語解答用紙×1枚
4. 下書き用紙（B4上質紙）×2枚

小論文（2時間）

造形構想専攻
 クリエイティブリーダーシップコース
 ［一般方式］

 【問題】
内（ウチ）と外（ソト）をテーマにして、あなたが考えることを論じな
さい。
（600字以内、タイトルを20字以内で記入すること）

［条件］
1.  解答は、配付された原稿用紙に指定字数に従って縦書きで
記入すること。

2.  タイトルは原稿用紙の1行目に記入し、2行目から解答文を
記入すること。タイトルは指定字数に含む。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）×1枚

小論文（1時間30分）

造形構想専攻
映像・写真コース

大
学
院
造
形
構
想
研
究
科

修士課程
選抜

［A日程］

3130



大
学
院
造
形
研
究
科

博士
後期課程
選抜

 【問題】
以下の設問からいずれか一つを選び1,200字以内で論述しな
さい。
なお、選択した設問の番号を原稿用紙の1マス目上部（枠外）に
明記すること。

（1）  既存の作家を一人挙げて、その作家がどのようなスタ
ディ*を行ってきたか、その作家の作品から想定されるス
タディを2つ以上、できるだけ具体的に想像して、あなたの
考えを述べなさい。

   ＊スタディ：作家が作品のために日常的に行っていること。
習作、実験的な行為。

（2）  ユーザビリティ（Usability）は、日本産業規格（JIS）で、「特定
のユーザが特定の利用状況において、システム、製品又は
サービスを利用する際に、効果、効率及び満足を伴って特
定の目標を達成する度合い。」としている。

   何らかのデザイン行為において、ユーザビリティを向上させ
るために重要だと考えられる要素を3つ以上挙げ、具体的
な事例を踏まえて、あなたの考えを述べなさい。

［条件：設問（1）（2）共通］
1. 1行目に20字以内でタイトルを書くこと
2. 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
3. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙×1セット
3. B4上質紙（下書き用）×1枚

小論文（2時間）

造形芸術専攻

 【問題】
以下の英文を日本語に訳しなさい。
出典：Nikolaus Pevsner, Pioneers of Modern Design: 
From William Morris to Walter Gropius, Penguin 
Books Ltd., 1975, pp.146-147
※英文は非掲載とします。

［条件］
辞書の使用を認める

［配付物］
1. 試験問題
2. 解答用紙× 1枚
3. 下書き用紙（B4上質紙）× 1枚

外国語（英語）（1時間）

 【問題】
以下の文は、Lev Manovichの“Artistic Visualization”
（Christiane Paul (Ed.) A Companion to Digital Art. Willy Blackwell 

Co.収録）の抜粋である。下線部を日本語で全訳せよ。
※英文は非掲載とします。

［配付物］
1. 試験問題
  出典：Christiane Paul ed., A Companion to Digital 

Art. Willy Blackwell, 2016, pp.426-430
2. 解答用紙×1枚
3. B4上質紙（下書き用）×1枚

外国語（英語）（1時間）

造形構想専攻

 【問題】
（1）  あなたの研究にもっとも関係する論文の概要と今後の研究

との関連や展開について論述しなさい。（600字以内）

（2）  以下の設問A）、B）からいずれか一つを選び回答しなさい。
（1000字以内）

A）  100世帯が生活するスマートシティが日本海域のある無人
島に新設されるとします。

   あなたは市長を務め、住人として3世代からなる家族と
暮らす予定です。

   このシティであなたが実現したい理念とヴィジョン、全体
の景観と構造、システムや具体的施策などを、字数が許す
限り要領よく論述しなさい。

B）  今世界で起きている様々な社会問題の中で、自分が最も
関心を寄せかつ心を痛めていることについて教えてくださ
い。現在の状況、その背景や原因と考えられること、解決
の糸口となる可能性や自分の言動が助力になり得ると思う
こと、理想のヴィジョンとその実現のための方法論につい
て、字数が許す限り要領よく論述しなさい。

［条件：設問（1）（2）共通］
1. それぞれ表題をつけること。
2. 原稿用紙は指定字数に従って縦書きで使用すること。
3. 氏名欄は全頁記入すること。

［配付物］
1. 試験問題
2. 原稿用紙× 1セット
3. B4上質紙（下書き用）×2枚

小論文（映像・写真）（2時間）
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